
  

心の窓 
校訓：かしこく やさしく あかるく つよく 

 令和３年１０月２２日（金） 

 南関町立南関第四小学校 学校だより 

 No.２５      文責：松永 尚子 
 

研究授業を行いました。（３年生） 
１９日（火）に、３年生国語の研究授業を行

いました。内容は、「例の書かれ方に気をつけて

読み、それを生かして書こう」という単元で、

「説明文『すがたをかえる大豆』（国分牧衛著）

から筆者の工夫を読み取り、科学読み物を用い

て自分の好きな食べ物について調べ、その食べ

物のひみつをみんなに教えるための文章を書

く」という学習をします。研究授業は、その中

の「食べ物のひみつの文章を書くにあたって、

その組み立てと例の書き方を考える」という学

習をしました。子どもたちは、まず、自分の「食

べ物のひみつメモ」をもとに、「例をどの順番に

するか」考え、班で発表し、お互いにアドバイ

スをしました。日頃から、タブレットを使い慣

れている子どもたちですので、組み立てメモを

作るのは簡単にできました。班の話し合いの後、

全体発表をしてよりよくするためにアドバイス

し合いました。 

 伊藤つきさんの学習の振り返りを紹介しま

す。「私の一番よかったことはらいかちゃんにア

ドバイスしたことです。理由は、私はあんまり

アドバイスをしないからです。もっと学習して

みたいことは魚のことだけでなくいろいろなも

のを調べることです」と書いていました。素敵

な「食べ物のひみつ紹介文」ができそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 研究授業のあと、授業研究会を行いました。
助言者の指導力向上アドバイザー高山裕子先生
（築山小）から、「子どもが学びの主体者になる
ために」たくさんのアドバイスをいただきまし
た。これからも、子どもたちが粘り強く課題に
向き合い、自己調整力をつけ、課題を解決する
力を身に付ける授業づくりを進めます。 

子どもの体力向上推進プロジェクト 
ＩＣＴを活用した公開授業 

 １０月１８日（月）に、南関町で行ってい
る「子どもの体力向上推進プロジェクト」の
一環で、四小の２年生が公開授業を行いま
した。これは、東京女子体育大学と連携して
ＩＣＴを活用した授業を実施するもので
す。８月末から、担任の上村教諭は、東京女
子体育大学の末永祐介准教授から、オンラ
インでアドバイスを受けて、学習計画や授
業の流れを考えてきました。 
 この日は、４つのグループでマット運動
の１２の技（だるまころがり、背支持倒立、
カエルの足うちなど）を練習し、末永先生か
らアドバイスをいただきました。体育の専
門の先生からほめられたり、的確なアドバ
イスをいただいたりして、子どもたちのや
る気はますます上昇します。また、４つのグ
ループの練習の様子も末永先生や大学の学
生が見て、東京から担任の耳にアドバイス
が届きますので、一人では気付かないこと
にもすぐ対応できます。ＩＣＴを活用した、
これからの時代の授業は、様々な工夫がで
きるなと感じました。この事業をしていた
だいた南関町に感謝したいと思いました。 
 

学校情報化優良校認定を受けました。 
１４日（木）に日本教育工学会（ＪＡＥ

Ｔ）から、学校情報化優良校として認定さ

れました。これは、「情報化の推進体制」を

整え、「教科指導におけるＩＣＴ活用」「情

報教育」「校務の情報化」に積極的に取り組

んでいる学校が認定されます。 

四小では、３年生以上の一人一台タブレ

ット活用をはじめ、授業におけるデジタル

教科書やＩＣＴ機器の活用、ＩＣＴ活用に

ついての校内研修、子どもたちのキーボー

ド入力の能力向上など、積極的に取り組ん

でいます。タブレットの持ち帰っての活用

も図っているところで 

す。今後も、これから 

の時代を生きていく子 

どもたちに必要な力を 

身に付けさせることが 

できるよう頑張ります。 
 

  

  

  


